
日時：令和３年２月９日（火）

新設教科「地域創造学」を中核とした教育課程等
の開発による社会的実践力の育成

令和２年度（第64回）岩手県教育研究発表会
特設分科会２「校種間におけるカリキュラム・マネジメント」

－小・中・高等学校の滑らかな接続を活かして－

場所：花巻温泉ホテル花巻 胡四王
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〇住田町について

・人口・・5234人（令和２年11月末時点）

・総面積・・335㎢（うち森林面積303㎢）

・産業・・・森林・林業、農業等がさかん

☆町内５校がそれぞれ独自に、
森林環境学習や国際理解教育等、
地域との関わりを大切にした
教育実践を行ってきた。

・豊かな自然・・五葉山、種山、気仙川等

・町内の小中高５校と今年度生徒数

2

世田米小学校（９９名）

有住小学校（６８名）

世田米中学校（６３名）

有住中学校（３３名）

県立住田高校（８６名）



有住中学校１年 種山散策

新設教科「地域創造学」の創設

地域に根付く特色ある産業や豊かな自然、
人々の営み全てを教育資源として活用した
小・中・高のつながりのある学びの実現

文部科学省研究開発学校指定 3



住田町研究開発グランドデザイン

～ 第 ９ 次 住 田 町 教 育 振 興 基 本 計 画 基 本 目 標 ～

生 涯 学 び 続 け ，新し い 時 代 を 切 り拓く 心 豊 か な 人 材育成

小・中・高の12年間を通して【社会的実践力】が身につき，このような姿に育ちます。

B
社会参画

C
人間関係
形成

D
自律的
活動

学びを深めたり
目標の達成を
行ったりする

ために、他者と
協力する資質・能力

３つの力が身についた子どもの姿

1. 体験活動を通じて、地域づくりを主体的
に目指す態度

2. 他と協働するために積極的にコミュニ
ケーションを図る態度

3. 郷土を愛し、持続可能な社会を創造しよ
うとする態度

～住田の教育のしくみ～
小学校～中学校～高等学校の12年間を通して

社会的実践力

第１ステージ（異校種）

保育園年長～小学校２年

第２ステージ

小学校３年～小学校４年

第３ステージ（異校種）

小学校５年～中学校１年

第４ステージ（異校種）

中学校２年～高校１年

第５ステージ

高校２年～高校３年

そのために住田町では，平成29年度から4年間にわたり，文部科学省・研究開発学校指定の教育活動を推進しています

小・中・高連携
～１２年間を５つのステージに～

１２年間の住田の教育でめざす資質・能力

地域創造学

算数
数学国語

特別
活動

道徳

横断的・総合的で探究的な学習活動

新設教科【地域創造学】
【目標】
住田町及び近郊地域社会をフィールドにした横断的・総合的な

学習を、探究的な学習活動を意図的・計画的に行うことを通して、
新しい時代を切り拓き、社会を創造していくための社会的実践力
を身に付けた心豊かな人材を育成することを目指す。

探究の

プロセス

問題の理解

現状把握

課題への気付き

課題設定

情報収
集

計画する

見通しを持
つ

実施・改善

まとめ

振り返り

横断的・総合的で
探究的な学びの実現

地域との協働

 探究のプロセスを
６つの要素に整理

 地域創造学の目
標を町民と共有

 外部人材の活用

社

会

的

実

践

力

A 地 域 理 解

B 社 会 参 画

1 見通す力
2多角的・多面的
に考える力

３ 提案・ 発信
する力

４ 好奇心・
探究心

５ 困難を解決しようとする力

C 人間関係形成 1 伝え合う力 2 協働する力 3 他者受容

D 自律的活動 1 感じ取る力 2 創出する力 3 自己肯定感

「ひと・もの・こと」等の地域の実情
を理解し、身の回りにある課題や問題
を捉え、これからの地域の在り方や、
よりよい社会づくりについて提案・発
信する資質・能力

自分自身の置かれている状況や考
え、感じていることなどを認識し、
それに応じてよりよい方向に調整
しながら学びや活動を推進する資
質・能力

歴史，文化，町の
現状や課題の理解

町の発展・創造に
関わる自分の
役割を捉える
資質・能力

A地域理解

体育
技術
家庭

図工
美術

音楽

外国語

理科

社会



※令和２年度の特例

① 小学校では、生活科、道徳、外国語活動及び総合的な学習
の時間を減じて、「地域創造学」を１年生１０６時間、２年生
１１０時間、３、４、５、６年生では８５時間設定。

② 中学校では、全学年において、道徳、外国語及び総合的な
学習の時間を減じて「地域創造学」を１年生で６２時間、２、
３年生では８２時間設定。

③ 高等学校では、１学年においては総合的な探究の時間を減
じて、２・３学年においては総合的な学習の時間を減じて、
「地域創造学」をそれぞれの学年で１単位３５時間設定。

○研究開発学校指定による教育課程の特例
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〇新しい時代を切り拓くために必要とされる資質・
能力（社会的実践力）の規定

「社会的実践力」＝

子どもたちが変化の激しい社
会において、充実した人生を
実現していくために、豊かな
心を持ち、自ら主体的に未来
の社会を創造していくことの
できる力
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　自分たちの地域の歴史や文化、現状や抱えている課題、活用資源を理解し、ふるさとに愛着をもちな
がら町の発展・創造に関わる自分の役割等を捉える。

１　☆見通す力 【☆見】
　自分や集団にとっての課題や問題を発見し、その解決方法を見いだす問題発見力。情報を適切に活
用する力。目標の達成に向かって解決の道筋を見通し計画する力。

２　☆多面的・多角的に考える力
【☆多】

　根拠を明確にしながら様々な見方や考え方で検討する力。批判的思考力。考えや解釈の妥当性を考
える力。予測し判断する力。

３　☆提案・発信する力
【☆提】

　地域への愛着を持ち、よりよい社会づくりに向けた取組を提案する力。解決策や考えたことについて効
果的な発信方法を考える力。新しい視点や価値観を生み出す力。

４　★好奇心・探究心　 【★好】
　身の回りや地域の事象に興味関心を持つ態度。もっと知りたいと思う心。知りたいことや解決したいこ
とをみつけようとする姿勢。

５　★困難を解決しようとする心 【★解】
　失敗してもあきらめずに挑戦しようとする心。集団の仲間とともに困難な場面に直結しても粘り強く取り
組み、最後までやり遂げようとする姿勢。

１　☆伝え合う力　 【☆伝】
　調べたことや自分の考えを伝える力。視覚的に伝え方を工夫する力。気持ちや感じたことなどを伝える
力。双方向的に伝え合う力。

２　☆協働する力　 【☆協】 　目標達成に向かって、他者と協力して活動できる力。議論し合ったり、集団活動を統制したりする力。

３　★他者受容　 【★受】 　多様な他者の考えや価値観、立場を受け入れる態度。相手を尊重したり敬意を抱いたりする心。

１　☆感じ取る力　 【☆感】
　自己の現在の姿を見つめる力。考えや発想、思いを自分自身で捉えたり、捉え直したりして、これから
の自分の学びや活動をよりよいものに調整しようとする力。

２　☆創出する力　 【☆創】
　出会う「ひと・もの・こと」に触れて面白さや楽しさ、よさを感じ、自分なりに表現する力。新しい表現の仕
方を生み出したりする力。

３　★自己肯定感　 【★肯】
　学びの過程や活動を省察したり、最後までやり遂げた達成感を味わったりしながら自分のよさを捉える
心。自分の可能性を前向きに受け止め、より高いもの・よりよいものを目指して取り組もうとする態度。

Ｃ　人間関係形成
　に関する資質・能力

Ｄ　自律的活動
　に関する資質・能力

「ひと・もの・こと」等の地域の実情
を理解し、身の回りにある課題や問
題を捉え、これからの地域の在り方
や、よりよい社会づくりについての
提案・発信に関する資質・能力

学びを深めたり、目標の達成を行っ
たりするために、他者と協力するこ
とに関する資質・能力

自分自身の置かれている状況や考
え、感じていることなどを認識し、そ
れに応じてよりよい方向に調整しな
がら学びや活動を推進することに
関する資質・能力

【社会的実践力】児童生徒が変化の激しい社会において、充実した人生を実現するために、豊かな心をもち、
　　　　　　　　　　主体的に未来社会を創造していくことができる力

　　　☆　汎用的スキル　　　★態度・意欲・学びの価値

A　　　地　　　　域　　　　理　　　　解

Ｂ　社会参画
　に関する資質・能力
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各ステージにおける社会的実践力の系統表

年長 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

１　☆見通す力 【☆見】

　自分や集団にとっての課題や問題
を発見し、その解決方法を見いだす
問題発見力。情報を適切に活用する
力。目標の達成に向かって解決の道
筋を見通し計画する力。

２　☆多面的・多角的
       に考える力

【☆多】

　根拠を明確にしながら様々な見方
や考え方で検討する力。批判的思考
力。考えや解釈の妥当性を考える
力。予測し判断する力。

３　☆提案・発信する力 【☆提】

　地域への愛着を持ち、よりよい社
会づくりに向けた取組を提案する
力。解決策や考えたことについて効
果的な発信方法を考える力。新しい
視点や価値観を生み出す力。

４　★好奇心・探究心 【★好】

　身の回りや地域の事象に興味関心
を持つ態度。もっと知りたいと思う
心。知りたいことや解決したいことを
みつけようとする姿勢。

５　★困難を解決
        しようとする心

【★解】

　失敗してもあきらめずに挑戦しよう
とする心。集団の仲間とともに困難な
場面に直結しても粘り強く取り組み、
最後までやり遂げようとする姿勢。

１　☆伝え合う力 【☆伝】

　調べたことや自分の考えを伝える
力。視覚的に伝え方を工夫する力。
気持ちや感じたことなどを伝える力。
双方向的に伝え合う力。

２　☆協働する力 【☆協】
　目標達成に向かって、他者と協力
して活動できる力。議論し合ったり、
集団活動を統制したりする力。

３　★他者受容 【★受】
　多様な他者の考えや価値観、立場
を受け入れる態度。相手を尊重した
り敬意を抱いたりする心。

１　☆感じ取る力 【☆感】

　自己の現在の姿を見つめる力。考
えや発想、思いを自分自身で捉えた
り、捉え直したりして、これからの自
分の学びや活動をよりよいものに調
整しようとする力。

２　☆創出する力 【☆創】

　出会う「ひと・もの・こと」に触れて面
白さや楽しさ、よさを感じ、自分なり
に表現する力。新しい表現の仕方を
生み出したりする力。

３　★自己肯定感 【★肯】

　学びの過程や活動を省察したり、
最後までやり遂げた達成感を味わっ
たりしながら自分のよさを捉える心。
自分の可能性を前向きに受け止め、
より高いもの・よりよいものを目指し
て取り組もうとする態度。

　「ひと・もの・こと」等の
地域の実情を理解し、
身の回りにある課題や
問題を捉え、これからの
地域の在り方や、よりよ
い社会づくりについて
提案・発信することに関
する資質・能力

　学びを深めたり、目標
の達成を行ったりするた
めに、他者と協力するこ
とに関する資質・能力

　自分自身の置かれて
いる状況や考え、感じて
いることなどを認識し、
それに応じてよりよい方
向に調整しながら学び
や活動を推進すること
に関わる資質・能力。

自分でできるようになったことや生活の中での自分
の役割が増えたことを喜び、前向きに過ごそうとする
気持ちを持っている。

自分のことは自分で行い、よく考
え判断して行動し、自分のよさや
可能性に気付き、よい所を伸ばそ
うとする。

目標を持ち、自分のよさや持ち味を発揮しながら、
その実現に向かって努力し、自分にとって学ぶこと
の意味や価値を見出し、自分の生き方につなげて
考えようとする。

自分を見つめ、より高い目標に向かって着実にやり
ぬく強い意志を持って取り組み、学習の成果から達
成感や自信を持ち、自分のよさや可能性に気付き、
自分の人生や将来、職業を考えていこうとする。

これまでの学習を通して自分に身
に付いた力を客観的に見つめ、自
信を深めるとともに、将来の人生
設計に生かしていくために必要な
進路選択を主体的に自己決定し
ようとする。

様々な観点から課題の解決や目
標の実現状況を捉え、物事の本
質を見極めながら、よりよい自己
実現や生き方を志向し探究するこ
とができる。

自分の感性や気持ちを表すことを楽しんだり、表現
を通して対象との関係を作り上げて楽しんだりする
ことができる。

感じたことや考えたことをもとに、
自分の感性や創造性を発揮しな
がら、発想したり創意工夫したりす
ることを楽しむことができる。

目的や条件等を踏まえて、感じたことや考えたことを
もとに自分の感性や創造性を発揮しながら、発想し
たり構想したりして、自発的に創意工夫して表すこと
ができる。

感じたことや考えたことをもとに、新たな発想やイ
メージを広げたり生み出したりするなど構想を練り上
げて、創造的に表すことができる。

目的や意図に応じて自分の考えを
表現する方法を創意工夫し、豊か
な感性を育みながら創造的に表
現することができる。

Ｄ　自律的活動に
　　関する資質・
　　能力

関わる「ひと・もの・こと」と自己を結び付けながら問
い直したり、自分の生活とのつながりを見出したりし
て自らの生活を豊かにしようとすることができる。

課題の解決に向けた取組の進捗
状況を振り返り、自分の現状を認
識してこれからの学びや活動に必
要なことを捉えることができる。

課題の解決に向けた取組の進捗状況を振り返り、
目的を捉え直したり自分の考えの妥当性を検討した
りして、自分にとってよりよい達成を目指すことがで
きる。

様々な観点から課題の解決や目標の実現状況を捉
え、物事の本質を見極めながら、よりよい自己実現
に向けて探究することができる。

身近な人々と一緒に活動する経験を積み重ねること
により、相手にも思いや考えがあることに気付き、仲
良く活動することの楽しさや助け合うことの大切さを
感じ取っている。

地域の人々や仲間の思いや願
い、考えを大切に受け止め、自分
の異なる意見や考えについて、そ
の背景にあるものを考えながら大
切に捉えている。

地域の人々や仲間の思いや願い、考えを共感的に
受け止め、いろいろな見方や考え方があることを理
解し、広い心で異なる意見や立場を尊重しようとして
いる。

関わる人々について様々な個性や立場を尊重し、
広い視野に立ってものの見方や考え方があることを
理解し、よりよいものを求めようとする。

自己の思いや意見を適切に伝え、
他者の主張を的確に理解し、自分
自身を高めながら他者と共に生き
ることの意味を捉えている。

自己の思いや意見を適切に伝え、
他者の意志等を的確に理解するこ
とができる。様々な立場を理解し、
異年齢の人や異性等、多様な他
者と場に応じたコミュニケーション
を図ることができる。

友達や身近な人々と楽しく活動する中で、共通の願
いや目的を見い出して、工夫したり協力したり、問題
を解決しようとしたりすることができる。

共に活動する仲間等と、互いの思
いや願い、考えを交流しながら、
力を合わせて取り組むことができ
る。

共通の目標に向かって、仲間や関わる人々の中
で、自分の立場や果たすべき役割を果たしながら、
様々な活動に積極的に活動することができる。

様々な集団での活動において、活動する意義や目
標を捉え、互いに協力し励まし合う関係を築き、その
中での自分の役割や責任を自覚し集団の一員とし
て活動することができる。

様々な集団での活動において、集
団の一員として、よりよい活動や
生活に寄与できるような自分自身
の在り方を振り返り、所属感を高
めながら取り組むことができる。

Ｃ　人間関係形成
　　に関する資質・
　　能力

地域の出来事や自分の生活等について、身近な
人々と思いや考えを伝え合い、関わることが楽しさ
が分かり、進んで交流することができる。

丁寧に理由付けしたり、事例をあ
げたりしながら、自分の考えを伝
えることができるとともに、話し手
の伝えたいことや自分の聞きたい
ことの中心を捉えて聞き、考えを
伝え合うことができる。

資料を活用するなどして自分の考えが伝わるように
表現を工夫したり、互いの立場や意図を明確にしな
がら伝え合い、考えを広げたりまとめたりすることが
できる。

自分の考えが伝わるように、場の状況を判断しなが
ら言葉を選ぶなどの適切な働きかけを行ったり、
様々な立場や考え方を尊重しながら他者の考えを
受け止めて相互理解を深めることができる。

自分を取り巻く「ひと・もの・こと」に自発的な関心を向け、それを自分自身にとって意味
のあるものと感じ取り、積極的に関わろうとしている。

周囲の「ひと・もの・こと」に自発的な関心を向け、そ
れを自分自身とのかかわりで意味付けをしながら、
自分で取り組むべき課題を見出そうとしている。

周囲の「ひと・もの・こと」に関して自分が見出した課
題について、主体的に学習活動を展開し、自分なり
に納得できる答えを探し求めていこうとしている。

唯一の正解が得られない具体的
な問題や未知の課題についても、
目的意識を明確にして自立的によ
りよく問題を解決しようとする。

興味・関心のあることだけでなく、自分のやるべきことをしっかりと行い、やり遂げた喜び
を味わう経験を積み重ね、自分にとって難しいと思うことでも最後までやり遂げようとす
る。

困難な場面に直面しても、共通の目的に向かって仲
間と共に粘り強く取り組み、失敗してもその経験を生
かしながら最後までやり抜こうとする。

目標の実現には困難や失敗の体験を乗り越えるこ
とが大切であることや、思い通りの結果にならなくと
も挑戦し続けることの大切に気付き、着実にやり遂
げようとする。

目標の実現には困難や失敗の体験を
乗り越えることが大切であることや、思
い通りの結果にならなくとも挑戦し続け
ることが日々の生活を充実させていくこ
とにつながることに気付き、社会の発展
を支えていこうとする。

具体的な遊びや活動体験を通して、心と体を一体的
に動かしながらあれこれと思いを巡らして活動に取
り組み、自分なりにその価値を意味付けたり価値付
けたりすることができる。

課題を解決するために、共通点や差異点を基に比較したり、根拠をもって関係付けた
り、条件付けたり、多面的に調べたりしながら、妥当性のあるよりよい考えを見出すこと
ができる。

課題を解決するために、調べた情報や考えなどを関係性や特徴などについて分析して
解釈し、より妥当な考えを作り出すことができる。

周囲の「ひと・もの・こと」と関わりながら、楽しかった
ことや感じたことを絵や言葉などで表すことができ
る。

捉えた町のよさがよりよく伝わるよ
うに、様々な方法のまとめ方を学
び、発信方法を広げることができ
る。

よりよい社会づくりに向けた取組について、相手に
応じた表現や提案の仕方、発信方法を選択・決定
し、取り組むことができる。

持続可能な社会づくりの視点から、これからの住田町にとって必要な事柄や対策につい
て具体的に提案し、自分たちの発信後の効果を想定しながらよりよい発信方法を工夫
して、地域から広がりのある発信をすることができる。

地域の発展に貢献した先人の業績や、経済や産業
などの現状を踏まえ、住田固有のよさを継承したり、
現在住田町が抱えている課題について、よりよい解
決を目指したりするなど、積極的に地域の一員とし
て生きる自分を自覚しながら取り組むことができる。

地域の「ひと・もの・こと」とつながりなが
ら、これからの町づくりについて考えを
深め、住田で学び、暮らしていることに
誇りをもち、地域社会の一員として住田
町の発展に寄与することの大切さを捉
え、取り組むことができる。

Ｂ　社会参画に
　　関する資質・
　　能力

身近な「ひと・もの・こと」について思いや願いを持
ち、その実現に向けて、目標を自ら設定して計画を
立てたり、手順を考えたりしながら、取り組むことが
できる。

身近な「ひと・もの・こと」に関わり、
自分にとって価値のある見出した
課題について、解決の計画を立て
て取り組むことができる。

自分が見出した課題に対して根拠のある予想や仮
説をもちながら、解決方法を考えたり、自分の考え
を絶えず見直し検討したりすることができる。

これからの地域の在り方に願いを持ちながら、抱えている複雑な問題に対して、様々な
情報から因果関係を見通し、地域の人々や仲間とともに解決に向けての方向性や取組
を検討し、判断することができる。

Ａ　地域理解
　自分たちの地域の歴史や文化、現状や抱えている課題、活用資
源を理解し、ふるさとに愛着をもちながら町の発展・創造に関わる
自分の役割等を捉える。

身近な「ひと・もの・こと」との関わりを通して、自分た
ちの住んでいる場所のよさとして受け止めることが
できる。

地域の人々の暮らし、生活の知恵
や伝統など、住田固有のよさにつ
いて理解を深め、それらを大切に
し地域に積極的に関わることがで
きる。

住田の歴史、文化、産業、先人などに関する住田な
らではのよさや文化遺産を通して受け継がれている
ものを捉え、自己の生き方のかかわりで考え続け、
更に発展させていこうと取り組むことができる。

☆　汎用的スキル　　　★態度・意欲・学びの価値

第１ステージ 第２ステージ 第3ステージ 第４ステージ 第５ステージ
資質・能力の分類 A～Ｄに関する各資質・能力とその定義



〇単元計画の作成（６年生の単元例）
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単元の指導 (全 27 時間）

問
題
の

理
解
・
現

状
の
把
握

2

情
報
収
集

2

実
施
・

改
善

1

課
題
設
定

1

計
画
す

る
・
見
通

し
を
も
つ

1

1

1

2

3

1

1

1

課
題
設
定

1

計
画
す

る
・
見
通

し
を
も
つ

1

5

2

ま
と
め
・

振
り
返
り

1

27

・グループごとに発信に向けての活動内容や役
割分担を考え，発信に向けた計画を立てる。

・B1☆見通す力（ワー
クシートの記述）

・自分たちの願いの発信に向けた準備を行う。 ・C2☆協同する力
（チェックリスト）
・B5★困難を解決しよ
うとする力（チェック
リスト）

・これまでの調査をもとに，これからの町づく
りについて考える。

・D2☆創出する力
（ルーブリック）

・住田町のこれからの町づくりについての自分
たちの願いを発信する方法を考える。

・C1☆伝え合う力
（ワークシートの記
述）

・町役場の方から話を聞く学習会を開き，現在
の町づくりの取組の課題を調べる。

・A　◎地域理解
（ワークシートの記
述）
・C1☆伝え合う力
（チェックリスト）

・D1☆感じ取る力
（ポートフォリオの記
述）

・これからの町づくりに対する自分たちの願い
を発信する学習の見通しをもつ。

・B4★好奇心（ワーク
シートの記述）

・自分たちの願いを発信するために，町づくり
の取組をさらに詳しく調べる計画を立てる。

・B1☆見通す力
（チェックリスト）

国語「一
番大事な
もの」
C-1
国語「大
切にした
い言葉」
D-1

月

小
単
元
名

プ
ロ
セ
ス

時 主な学習活動
評価項目

（評価方法）

・これまでの学習をもとに，住田町の町づくり
の取組の課題について考える。

・B2☆多面的・多角的
に考える力（振り返り
の記述）

関連する
教科・領域

8

こ
れ
か
ら
の
住
田
町
へ
の
願
い

住
田
町
の
町
づ
く
り
の

取
組
の
課
題

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
や

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

・これからの住田町の町づくりへの自分たちの
願いを，地域の方などに発信する。

・B3☆提案・発信する
力（ルーブリック）

情
報
収
集

実
施
・
改
善

実
施
・
改
善

9

1
0

1
1

1
2

時数計 時間

・それぞれの課題の解決に向けた取組のよさに
ついて，分かったことや考えたことをポート
フォリオにまとめる。

・D1☆感じ取る力
（ポートフォリオの記
述）

・単元の学習活動を振り返り，自分の探究活動
を評価する。

・D3★自己肯定感（振
り返りの記述）

・それぞれの課題の解決に向けた取組やこれか
らの取組について分かったことをポートフォリ
オにまとめる。

・D1☆感じ取る力
（ポートフォリオの記
述）

・それぞれの課題の解決に向けた取組のよさや
携わっている人の思いを考える。

・それぞれの課題の解決に向けた住田町の取組
を予想する。

・B2☆多面的・多角的
に考える力（チェック
リスト）

・B2☆多面的・多角的
に考える力（チェック
リスト）

・それぞれの課題の解決に向けた取組や，これ
からの取組を調べる学習会を計画する。

・B1☆見通す力
（チェックリスト）

・役場の方から話を聞く学習会を開き，それぞ
れの課題の解決に向けた取組やこれからの取組
について調べる。

・A　◎地域理解
（ワークシートの記
述）
・C3★他者受容
（チェックリスト）

・町づくりの取組の課題について，分かったこ
とをポートフォリオにまとめる。

単元の目標

評価規準

単元名 考えよう　私たちの町の未来　【第6学年：第2単元】

資質能力の分類 資質能力別の分類

A【地域理解】
○住田町の町づくりの取組の課題やこれからの取
組，携わる人たちの思いについて理解することが
できる。

B【社会参画に関する資質能力】
○町づくりの取組の課題やこれからの取組を調
べ，その意味について考えたり，住田町の町づく
りについての自分の思いを表現したりすることが
できる。

C【人間関係形成に関する資質能力】
○互いに意見を出したり様々な考えを受け止めた
りして，これからの町づくりについて協力しなが
ら調べたり，考えたりすることができる。

５ ★困難を解決しようとする心

D【自律的活動に関する資質能力】

○町づくりの取組の課題やこれからの町づくりに
ついて，自分の探究の様相を振り返ったり調整し
たりして探究することができる。

資質能力 評価規準

A　◎地域理解

・事実に基づきながら町づくりの取組の課題
や解決に向けた取組のよさを理解し，携わっ
ている人たちの思いを捉えている。

・町づくりの取組についての探究活動がうま
くいかないときも，粘り強く，最後まで取り
組もうとしている。

B
　
社
会
参
画
に
関
す
る
資
質
能
力

１ ☆見通す力

・住田町の町づくりの取組の課題やこれから
の取組についての探究の見通しや計画を，予
想などをもとにしながら考えている

２ ☆多角的・多面的に考える力

・住田町の町づくりの取組の課題やこれから
の取組について多面的・多角的に捉え，その
意味を考えている。

３ ☆提案・発信する力

・住田町のこれからの町づくりについて，調
査に基づいて自分の願いを発信している。

社
会
的
実
践
力

４ ★好奇心・探究心

・それぞれの町づくりの取組の課題やこれか
らの取組に関心をもち，積極的に探究してい
る。

D
自
律
的
活
動
に

　
　
関
す
る
資
質
能
力

１ ☆感じ取る力

・町づくりについての学習活動を振り返りな
がら調整して探究し続け，理解を深めようと
している。

２ ☆創出する力

・町づくりについての自分の考えを，感性や
創造性を発揮しながら工夫して表現してい
る。

３ ★自己肯定感

・住田町の町づくりの取組についての探究活
動を進めることができたことに自信を深め，
今後の学習に生かそうとしている。

C
　
人
間
関
係
形
成
に

　
　
関
す
る
資
質
能
力

１ ☆伝え合う力

・町づくりの取組について調査したことや町
づくりに対する願いについて，質問をしたり
意見をしたりして伝え合っている。

２ ☆協働する力

・町づくりの取組の探究や自分たちの願いの
発信において，友達と検討を重ねたり自分の
役割を果たしたりしている。

３ ★他者受容

・町づくりに携わっている方や友達の考えの
理解に努め，相手の思いを尊重しようとして
いる。



学校

学校

学校

地域を知る
①住田を知る

②探究テーマを決める
③調査活動

地域を知らせる
①探究の練り直し

②調査活動
③地域を知らせる方法を考える

④まとめと振り返り

地域への貢献を考える
①課題解決のための行動計画を立てる

②行動を起こし、検証する
③まとめと振り返り

地域への貢献を考える
①課題解決のための行動計画を立てる

②行動を起こし、検証する
③まとめと振り返り

12月 1月 2月 3月

住
田
高
校

8月 9月 10月 11月

第
３
学
年

4月 5月 6月 7月

地域をみつめる
①探究テーマを決める

②現状を理解し、課題を捉える

3月

住
田
高
校

第
２
学
年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 2月11月 12月 1月

地域をみつめる
①探究テーマを決める

②現状を理解し、課題を捉える

住
田
高
校

岩手県立住田高等学校　第1学年～第３学年　地域創造学　教科関連検討表（改訂版）
住田町教育委員会

第
１
学
年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

現社・政経

「地方自治制度

と住民の権利」
A

現社・政経

「地域の実情・

公正な判断力」
B2

現社・政経

「地方財政の

現状と地方自

治の課題」B4

国語科目全般 理科全般「観察・実験・探究」 英語全般「コミュニケーション英語」・「英語表

現」

数学Ⅰ・A

「確率・統計」B1

数学Ⅰ・Ⅱ

「論証・証明」

B2・C1 D3

体育

「体育理論」A

保健

「現代社会と健

康」B1・B2

体育

「ダンス」

B3・B4・B5

保健

「安全な社会生

活」C1・C2・C3
保健

「健康を支える

環境づくり」D1・

D2・D3

音楽ⅠⅡⅢ

「表現・混声合

唱」B1・C1

音楽ⅡⅢ

「表現・創作」B2

音楽Ⅰ

「表現・箏」B4 
B5

音楽ⅠⅡⅢ

「表現・アンサ

ンブル」C2

音楽ⅠⅡⅢ

「鑑賞」C3 D1

音楽ⅠⅡⅢ

「表現・歌唱」

D2 D3

家庭

「社会と共生」A
家庭

「実習」B1 B5 
C2

家庭

「保育 高齢者」
B4

家庭

「調べ学習」C1

家庭

「家族・家庭」
C3

家庭

「人生をつくる」

D1 D3

情報（情報社

会）

「情報とメディ

ア」B1

情報（情報社

会）

「情報モラルと

社会ルール」B3

情報（表現と伝

達）

「プレゼン等」
C1

ホームルーム活動

「地域文化選択講

座等」

A・B4

ホームルーム活動

「年度始生徒会行

事・情報モラル講座

等」B1

ホームルーム活動

「進路学習・生徒総

会 等」B2

ホームルーム活動

「進路学習・インター

ンシップ等」B3 D2

ホームルーム活動

「桜ライン・ボラン

ティアガイダンス等」
B5

ホームルーム活動

「海外派遣報告会

等」
C1

ホームルーム活動

「生徒総会等」
C2

ホームルーム活動

「生徒会活動等」
C3

ホームルーム活動

「進路学習等」

D1 D3

〇教科との関連
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学習指導要領解説

平成３１年３月

地域創造学編

○児童生徒の主体性の重視

・主体性を生み出す学習課題の設定

・主体的な学びにつながる工夫

○地域創造学の特質を生かした
学習指導の展開

・多様な学習展開（体験活動の重視、異校種の
円滑な接続につながる学習）の工夫

・ポートフォリオの活用等

・多様な考えを生かす言語活動

〇学習指導要領解説地域創造学編の作成

○評価の基本的な考え方

・パフォーマンス評価の在り方

・他地域や類似の事例にも学ぶ

・地域創造学における６つの探究のプロセス

・教育達成測定

11



〇研究開発における組織的な取組

12



〇地域との協働

地域創造学協力者会議

学校と地域の方々とで、
よりよい「地域創造学
のあり方」に関して協
議

・地域創造学の目標や育成を目指す社会的実践力の共通理解

・外部人材の効果的な活用のあり方等について意見交換

・学校及び地域の思いや願いの共有

13



「カリキュラム・マネジメント３つの側面」
から見た地域創造学の実際

・単元計画の修正にかかわっての情報交流
・教育達成測定シート
・校内研相互交流会
・各部会の連携による単元計画の作成・修正
・運営指導委員会（外部有識者による指導助言）
・地域創造学協力者会議
・地域創造学コーディネーター
・森林環境学習からの学習財産の積み重ね
・校種間における地域人材（資源）の情報交流
・町職員研修

側面③
地域資源の活用

側面①
教育内容の組織的な配列

側面②
PDCAサイクルの確立

14



住田町立 有住小学校

研究主題

「よりよく伝え合い、深く学び合う児童の育成」
～多様な考えを生かす言語活動を通して～

滑らかな接続を意識した指導 「かかわり」を意識した指導

◎指導計画の作成にあたっての配慮
事項には、（２）校種間の連携を図る
こととして、

「地域創造学は、各地区内での学習
に閉じることなく、住田町を学ぶという
立場に立って、世田米地区の学校の
児童生徒も有住地区を学び、有住
地区の児童生徒も世田米地区を学
ぶことの意義がある。」と記されている。

◎地域創造学の目標には、

「地域の中でふるさとの発展のために
力を注ぐ人々から生きることや働くこと
を学ぶ学習」と記されている。

◎社会的実践力を構成する資質・能
力「Ｃ人間関係形成に関する資質能
力」では、「様々な人々とのかかわりを
通して」と記されている。

学習指導要領解説「地域創造学編」より抜粋 15



「カリキュラム・マネジメント３つの側面」
から見た地域創造学の実際

・単元計画の修正にかかわっての情報交流
・教育達成測定シート
・校内研相互交流会
・各部会の連携による単元計画の作成・修正
・運営指導委員会（外部有識者による指導助言）
・地域創造学協力者会議
・地域創造学コーディネーター
・森林環境学習からの学習財産の積み重ね
・校種間における地域人材（資源）の情報交流
・町職員研修

側面③
地域資源の活用

側面①
教育内容の組織的な配列

側面②
PDCAサイクルの確立

16



広報すみた12月号より （地域創造学についての町民への周知の例）

17



校内研修 「地域教材化研修」

実践例① 「地域資源の活用」

18



実践例②

ゲストティーチャー（地域人材資源）の活用について

キーワードは、

「学習課題が

自分事になること！」

19



「ゲストティチャーを
活用した」授業場面

〇４年生
「すごいぞ住田！気仙川のために

みんなでできること」
〇５年生
「住田の宝 資源をいかそう」

20



発達段階に応じた

ステージごとの資質・能力を
意識した授業の組み立て

21



○発達段階に応じたステージごとに付けたい力の例

（１）「言語活動の工夫」

（２）「思考ツールの工夫」

ｽﾃｰｼﾞ 各ステージで位置付けたい効果的な言語活動

第１

○主語と述語を明確にして，自分の思いや考えをまとめ，発表し合うこと。
○比較の視点（大きさ，色，形，位置等）を明確にして表現すること。
○自分の経験と結び付けたり，判断と理由の関係を明確にしたりして表現すること。
○話題に沿って話合うこと，互いの良いところを見つけて感想を伝え合うこと。

第２

○考えの共通点や相違点を整理し，話合うこと。
○判断と根拠，原因と結果の関係を明確にして表現すること。
○ 「例えば」「もし」等の条件文を使用して表現すること。
○学んだ専門用語や概念を活用して，表現すること。

第３

○演繹法や帰納法等の論理を用いて表現すること。
○規則性や決まり等を用いて表現すること。
○互いの立場や意図を明確にして，意見交換すること。
○学習した内容について，方法等を吟味して表現すること。

ステージ 各ステージで挑戦したい思考ツール（例）

第１ ベン図 ブレインライティング ウェビング法 ホワイトボードで
の整理分析

第２ Ｙチャート Ｘチャート ビフォー・アフター ＫＪ法

第３ メリット・デメリットピラミッド・チャートＳＷＯＴ分析

＊第４・５ステージのものは、紙面の都合で省略しています。

学習指導要領解説「地域創造学編」より抜粋

22



実践例③

「校種間連」

・保小連携

・小小連携

・小中連携

（・小高連携）

（・中中連携）

（・中高連携）

実践例③「校種間連携」
（これまでに実践してきた様々な形態）

・保小連携 ・小小連携 ・小中連携

・小高連携 ・中中連携 ・中高連携

東海新報：令和元年１１月２７日紙面より
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「校種間カリキュラム・マネジメント」の視点

から見た本校の成果と課題

成果
〇共通財産の有効活用
〇地域資源の開発・活用
〇校種間連携の深まり

課題
◇町全体での情報の共有の
在り方の検討

◇教育内容の組織的配列の
見直し

24



住田町立世田米中学校

【令和２年度研究主題】

社会的実践力を
身に付けた生徒の育成

～主体的・対話的な学び方を

身に付ける授業づくりをとおして～

25



地域創造学実践前の課題

小・中・高，各自でカリキュラムの実践

学習内容が重複してしまう…

学習の積み重ねが活かされない…

26



校種間における
カリキュラム・マネジメント

小・中・高を一貫させる
カリキュラムの開発・実践

地域創造学の実践に向けて

27



マネジメント①‐内容の整理‐

小学校
高 校中学校

身近な地域

住田町・岩手

岩手・日本・世界

28



マネジメント②‐探究方法の系統化‐

小学校

高 校
中学校

調査・発信

発信・提案
提案・実践

29



地域創造学の実践に向けて

学習内容の重複を解消！

学習の積み重ねが活かされる授業展開！

小・中・高を一貫させる
カリキュラムの開発・実践

30



中学校の実践例①‐世中3年生‐

小…町内の自然についての調査

↓
中…木工作品の制作

↓
高…（木材を活用した企画）

高校での提案・実践も意識した実践

東海新報：令和２年11月11日紙面より
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中学校の実践例②‐世中1年生‐

小…町内の自然についての調査

↓
中…ＣＭの制作・発信

↓
高…（観光資源を活用した企画）

小学校での調査・発信を踏まえた実践
32



中学校の実践例③‐全学年共通‐

パーマネント
ポートフォリオ
（小学校～高校）

ワーキング
ポートフォリオ

（1年分）

ポートフォリオを活用した学習の蓄積
33



成果と課題

成果

①内容＆探究方法の系統化（スリム化）

②生徒の課題意識の高まり

課題

①中学校３年生と高校１年生の接続

②さらなる内容の精選
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常に課題を設定し,その時代に
合った価値を生み出す力

岩手県立住田高等学校

今年度の研究主題

知を生み出す力・課題解決力・価値生産力の育成

35



学ぶ内容及び研究形態

☆生徒の興味関心のあること・学びたいこと→「主」
地域は「従」

◎生徒が自分の頭でしっかり考える。

♢１学年（第４ステージ） 個人研究

♡２・３学年（第５ステージ） グループor個人研究

ただし，学年の合流は無し

36



「総合的な学習の時間」

・地域に学ぶ

・環境問題を考える

・進路を考える 事業所見学

大学見学／インターンシップ

・健康で安全な生活の営みを考

える

・学年別課題設定→研究→発表

（文化祭)

・中高合同芸術鑑賞

・復興教育／国際理解教育

・主権者教育

「地域創造学」（令和元年度～）

住田町教育研究所

「社会的実践力」の育成

を目指した

カリキュラム・マネジメント

総合での実践の積み上げを

活かしながら、単元計画、

効果的な指導方法や評価の

具体的指標等を開発

「地域創造学」以前

37



「地域創造学」支援体制

１ 教師の関わり方 「指導」ではなく「支援」

「先導」ではなく「伴走」

２ 「地域創造学」研究部ミーティング

毎週水曜日５時限目

研究部主担当者及び教育コーディネーター（CN）

３ 地域人材の活用 住田町民・気仙地区民・町役場・

町内小中学校生徒・大学・企業・

住高ハウス○○（スタッフ）
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研究プログラム
☆第４ステージ 「地域学習探究２０２０」

なぜ「地域創造学」？ ⇒ 地域課題研究 先ず意義を確認

１ 住田町まち歩きの実施 ６月

２ レクチャー ・調査研究の意義や方法

・フィールドワーク調査方法や注意点

３ 学習展開 調査活動→考察→まとめ→資料作成→発表

☆第５ステージ 「すみハピ！プロジェクト２０２０」

住田で誰かを幸せにし，自分も幸せになるプロジェクトに取

り組む。
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１年間の取り組み（概要）

第４ステージ

①オリエンテーション

②レクチャー・まち歩き

③フィールドワーク調査活動

④発表会（３回）

⑤調査研究レポートの作成

町役場に展示

来庁者閲覧

⑥振り返りまとめ

第５ステージをイメージ

第５ステージ

①課題の発掘・研究構想

②フィールドワーク調査活動

③発表会（４回）

④振り返りまとめ

２年生 次年度探究の模索

３年生 自己の研究体験から

下級生へ

アドバイス

40



生徒の調査研究テーマの例①
第４ステージ

・乳牛と肉牛の違いについて

・蔵について（小）

・住田町の伝統芸能（小・中）

・たたら製鉄（小）

・釜石鉱山と栗木鉄山（小）
※ 小：小学校 中：中学校 で既習

教育コーディネーター

（CN)の協力

・地域人材の紹介

・アポイントメントの

とり方練習

「住田町まち歩き」・・

（６月：１年生全員参加）
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生徒の調査研究テーマの例➁
第５ステージ

・カメムシ臭の香水

・雑草を使った料理を食べる

・Project maple

住田のメイプルシロップの利活用
（昨年度卒業生からの引継ぎ研究＜大学・企業との共同研究＞）

・「歌プロ」住田の名所を歌にする
（昨年度からの継続研究）
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「歌プロ」住田の名所を歌にする（３年生７名）

東海新報：令和２年９月２７日紙面より

〇主体的な課題設定

〇探究のプロセスの往還

〇教師や地域との協働 自分たちなりのゴールへ
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中高連携の在り方

☆校種間の滑らかな接続を目指して

「地域創造学」中高連携事業ステージ交流会

〇住田町立世田米中学校＜１２月９日（水）＞

〇住田町立有住中学校＜１２月１６日（水）＞

両校に

第５ステージ代表発表生徒及び１年生１クラスを派遣
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成果と課題

成果

①学校設定科目としての「地域創造学」週１単位での

実施

レッスンプランの作成と担当者ミーティング

➁貴重な体験活動の機会 フィールドワーク調査活動

③「地域創造学」への取り組み意欲の増大

課題

①中高連携の在り方＜第４ステージ＞

➁年次の違いによる「地域創造学」の捉え方＜第５ス

テージ＞
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〇これまでの研究開発全体の成果と課題

・児童生徒の主体性を大切にした系統的な指導方法の追究

・児童生徒の変容
（主体的な課題設定、地域に関わる探究意欲や発表場面での相手意識の高まり等）

・指導者の意識の高まり
（小・中・高の垣根を超えた単元計画や指導方法等に関わる改善意識の高まり）

・地域との協力体制の確立

・部会を中心とした組織的な取組

成果

課題
・社会的実践力を系統的に育成していくための単元計画の作成

・住田町独自のカリキュラム開発及び実践

・各評価場面に応じた適切な評価方法の追究

・効果的かつ持続可能な異校種間連携の形の追究 46



〇今後の見通し

・地域創造学に関わる保護者、地域、教員への
アンケートの実施（今年度末）

・令和元年度から実施している教育達成測定の分析
（児童生徒にどのように１２の社会的実践力が身についているのか）

・単元計画の修正作業（令和４年度に大改訂を予定）

・地域創造学教科書（探究の手引き）の作成

・社会的実践力の系統表や指導・評価方法の見直し

※持続可能な取組にしていくための取組の精選
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